
っ
て
工

2
に
憲
主
あ
の
野
と
の
一
な
襲
力
の
揺
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
一
調
主
ゆ
く
か
、
壁
に
裂
を
得
る
一
た
し
か
に
顔
莱
の
霊
E

夜
間
る
い
げ

で
は
費
ま
ざ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
戦
い
、
間
風
F
の
防
火
撃
に
誇
レ
一
う
こ
と
、
繋
の
揚
が
で
き
る
と
い
う
一
と
い
う
こ
と
だ
げ
で
な
く
こ
の
辺
に
忠
一
れ
P
笠
通
れ
て
い
る
技
会
商
雪
道

語

霊

お

遣

を

言

υ伺
に
よ
っ
た
力
量
札
前
め
て
ゆ
き
た
い
。
一
こ
と
、
し
た
が
っ
五
君
事
ば
か
い
を
致
す
と
き
男
の
す
落
、
二
ぎ
で
威
一
演
さ
な
げ
れ
ば
ま
な
い
@

て

脅

か

ら

の

議

霊

て

ょ

う

か

と

一

一

り

で

な

く

、

Z」
禁
事
一
段
と
豪
雪
持
つ
ぎ
る
ほ
ず
で
あ
一
番
は
今
、
塁
聖
書
砲
を

ま
づ
町
民
兵
器
で
あ
る
撃
で
あ
る
一
い
う
諸
島
ぴ
事
長
ら
れ
ぬ
夜
一
開
発
の
拠
点
づ
く

U

一
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
問
な
見
方
か
ら
一
る
。
一
立
案
し
て
い
る
白
星
稜
の
眠
靖
庁

や

や

も

す

る

と

執

行

部

と

輸

会

が

朝

刊

一

一

一

一

一

郎

が

誕

生

十

周

年

を

穆

え

た

領

任

漸

く

一

舎

の

題

談

、

沼

樗

道

路

と

山

手

道

路

の

一
一
が
幾
臼
続
い
た
こ
と
か
、
し
か
長
竺
私
選
は
霊
と
銅
器
売
都
市
を
く
一
考
へ
る
と
餓
郊
の
資
源
に
も
な
る
で
あ
一
こ

1

一

一

ま

し

、

そ

の

た

め

に

事

業

の

割

引

行

が

お

一

一

一

一

一

一

挙

廻

t
追
い
つ
C
フ
と
す
る
額
免
カ
一
新
設
、
町
内
下
水
測
調
の
援
捕
、
使
増

一
く
れ
る
と
い
う
事
例
が
野
犯
で
ほ
し
一
に
決
断
し
た
期
主
の
示
し
た
協
力
に
は
一
つ
る
と
い
う
こ
と
に
包
療
を
お
い
て
、
一
ろ
っ
と
い
う
こ
と
な
長
あ
る
。
そ
れ
一
雫
白
老
浴
ぴ
ん
と
す
る
害
実
一
に
し
て
も
百
戸
や
一
一
貿
信
少
な
く
と

由

一

一

ほ

ん

と

う

に

画

祭

宗

が

し

た

二

十

年

間

の

歩

み

を

続

げ

て

き

た

。

一

2
5つ
暴
力
の
望
者
一
に

Z
3
2り

た
い
。
一
も
必
要
で
雪
う
し
司
君
主

一

緩

援

護

問

一

話

取

れ

い

は

襲

の

干

渉

一

色

力

こ

皇

室

町

j
一

前

五

時

間

取

日

正

義

?

い

う

こ

も

一

新

し

い

ピ

ジ

ヨ

ン

一

閣

議

案

1
ム
等
の
害

一
強
攻

1ibhJut--毅
一

一

力

で

な

く

て

伺

ん

で

あ

ゐ

う

か

、

章

一

一

あ

る

。

ラ

ヂ

オ

ア

イ

ソ

ト

ー

プ

ゃ

、

国

一

一

考

え

な

げ

れ

ば

な

る

ま

い

。

需

の

施

一

語

畠

ぜ

h

一
禁
事
主
な
る
ち
で
あ
る
が
、
一
と
い
う
も
の
は
始
め

2
員
び
に
一
言
b
五
年
間
、
つ
ま
D
田
和
四
十
一
雲
南
炉
、
車
場
殖
炉
等
の
霊
は
ニ
喜
室
長
日
、
在
一
プ
一
警
は
量
に
ま
つ

Eも
、
乙
う

一

議

韓

帯

幾

一

私

慢

の

町

選

こ

の

を

う

た

一

Z
Z
E
R
o
-く

一
年
嘉
一
聖
禁
終
る
富
で
あ
っ
一
あ
く
ま
で
も
平
和
需
の
お
で
あ
と
ト
ラ
ベ
ッ
ト
き
グ
レ
ー
ン
の

f議

問

な

襲

震

は

;

一

銭

.

組

問

主

事

一

こ

と

は

ほ

ど

ん

と

な

か

っ

た

。

章

一

替

、

一

広

い

合

い

だ

ん

だ

ん

議

し

一

た

ち

が

、

新

し

く

牟

白

書

亘

書

に

プ

ラ

ス

す

る

も

の

で

あ

る

一

議

の

町

議

長

っ

た

。

遥

皇

も

喜

資

で

や

る

よ

り

Z喜

一

・

ヂ

耕

一

三

日

程

充

分

譲

し

、

紛

ず

べ

き

点

一

一

土

一

一

年

雲

主

宰

豊

富

富

一

一

線

寝

室

上

に

撃

を

衝

い

て

そ

ぴ

一

な

い

の

で

あ

る

。

一

議

揖

輔

一

路

事

長

憾

な

く

論

じ

っ

く

て

行

く

も

の

で

き

。

意

思

一

大

さ

れ

た

品

の

き

ハ

偲

ニ

千

万

一

号

考

え

方

に

立

っ

た

た

め

で

あ

る

一

え

る

警

官

眠

っ

た

。

語

審

一

例

皇

室

警

響

楽

で

一

'

唱

軒

か

え

っ

て

み

る

ι、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
一
し
、
あ
と
に
し
こ
り
を
残
ず
と
い
う
こ
一
座
談
会
寄
っ
て
一
首
し
昔
、
意
見
一
円
で
あ
っ
た
が
護
士
畳
一
一
千
万
一
そ
れ
か
ら

2
つ
時
施
設
の
誘
一
で
初
め
て
立
て
た
喜
望
で
あ
と
や
っ
て
い
る
が
き
も
初
雪
ゃ
っ

一

線

判

長

持

長

長

立

川

民

主

百

一

時

立

立

持

時

言

語

主

訴

詰

語

、

喜

轟

品

田
4

一

一

長

は

じ

め

役

員

の

苦

労

は

ほ

ん

と

う

t
一
一
議
一
一
一
百
億
の
観
察
な
さ
れ
る
こ
、
一
て
き
た
わ
け
だ
。
一
あ
若
手
を
ヲ
げ
な
い
と
潟
県
削
減

一

線

以

一

一

竹

内

一

い

ね

い

向

日

一

月

号

51つ一
一

時

計

十

日

丘

町

民

供

給

日

明

一

い

科

目

十

日

比

一

時

静

岡

駐

日

時

一

訪

日

野

山

長

一

圃

『

象

的

な

お

は

伺

ん

と

い

っ

て

も

量

一

2
2ぃ
君
、
忠
告
一
に
、
震
の
謹
選
め
ら
れ
て

ωく
一
〈
て
も
よ
い
と
い
う
か
げ
に
は
ゆ
か
な
一
言
に
つ
い
て
時
去
の
耐
乏
れ
は
そ
の
旦
一
震
の

j
デ
ン
一
町
づ
く
幻
に
不
可
欠
の
ち
で
き
っ

と

縦

士

国

紘

一

向

日

計

七

引

い

い

一

パ

院

内

九

日

時

前

一

の

で

あ

る

か

b
、
私
農
家
富
山
丹
十
年
は
岸
壁
を
つ
く
る
一
事
る
観
察
営
、
町
と
し
て
是
認
可
一
一
院
日
開
炉
問
一
諒
日
間
五
日
己
点

一

滋

震

品

卸

承

知

の

よ

う

に

X
2
2一
言

2
2れ

が
は
っ
雪
一

Zげ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
す
で
、
い
よ
い
よ
紛
が
入
れ
る
と
思
う
一
言
渉
と
並
行
し
て
手
を
お
っ
て
ゆ
亘
書
、
属
産
撃
を
兼
ね
た
一
の
一
は

2
2
5
2

7
噌

議

!

、

b

一

一

て

い

る

。

大

祝

福

G
Zべ
て

一

一

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

e

一へ

j
ー
の
湿
地
と
な
れ
る
一
六
一
ら
な
い
。

あ

一

機

拾

富

ん

で

い

る

が

空

1
3
2
5
哀
話
題
日
誌
話
器
自
信
号
立
詩

一
機
器
開
柱
時
喜
一
禅
問
一
…
…
時
一
郡
江
一
号
一
昔
話
一
昨
日
川
町
一
院
日
民
恒
一
討
結
税
引
説
一
堅
持
韓
正

f

郡
瑞
段
鰐
口
一
時
良
品

一

『

駐

目

白

一

一

が

、

水

の

問

題

も

伺

棋

で

き

。

語

一

関

の

任

務

と

し

で

掛

解

さ

れ

て

い

た

の

一

一

も

早

く

震

入

れ

た

い

と

そ

れ

ば

か

D
一
た
当
時
は
返
事
一
重
で
あ
っ
た
一
一
四
防
護
官
補
は
語
配
分
葱
主
管
室
を
で
き
る

5日
早
く
実
演
し

と

倒

的

一

日

引

と

と

Y

純
子
富
十
周
年

3
4一
教
育
関
連
年
名
義
告
の
解
消
を
一
の
謀
長
議
集
め
る
こ
宣
で
あ
る
。
餓
雪
中
心
会
結
集
力
一
出
ベ
て
、
出
塁
め
て
強
い
、
毘
一
員
つ
℃
い

8
5の

寝
乏
し
と
コ
ル
ブ
湯
や
豪
雪
三
と
な
っ
て
石
泊
タ
ン
ク
が
査
す
る
。
一
五
五
主
連
の
霊
塁
。

一
薬
師
院
は
町
の
創
立
を
、
乙
の
伝
言
に
雰
囲
っ
て
号
、
師
合
中
学
校
を
追
っ
一
ミ
雪
し
で
も
霊
長
め
ま
一
は
、
目
的
患
の
言
習
を
な
く
一
火
災
は
か
D

で
な
く
夢
の
脅
威
河
川
一
言
、
工
事
は
課
長
宮

1
5ス

タ
ー
ト
に
つ
い
た
と
い

2
一
宮
警
の
引
込
線
は
ど
己
て
も
入
一
私
達
陸
軍
真
を
つ
く
る
こ
喜

一
務
調
間
関
た
先
輩
に
心
か
ら
嘉
義
し
た
い
か
一
た
こ
と
は
そ
の
露
で
あ
っ
た
。
一
審
ず
、
担
に
そ
の
方
針
で
趨
ん
で
い
し
た
ζ

毒
事
実
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
一
昭
の
脅
磨
き
さ
れ
て
い
る

E
て
一
る
わ
、
興
担
金
笑
き
と
な
る
が
、
一
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
長
選
る
一
れ
な
げ
れ
ば
な
る
ま
い
寝
室
の
一
き
る
が
、
鼠
ち
に
そ
れ
を
実
現
す
る
こ

よ
諮
問
一
明
IM--
一
昨
輩
出
誕
百
一
一
諮
問
一
民
間
一
時
一
諮
問
日
一
諮
問
問
一
同
一
昨
昨
日
間
的
作

一

綴

:J
よ
く
喜
一
選
と
む
は
れ
る
カ
過
ぎ
す
る
塁
手
し
7

一
方
聞
に
そ
の
産
自
す
こ
と
に
な
一
耕
作
者
が
主
ま
っ
た
ο

と
こ
ろ
一
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
一
策
の
質
量
る
と
い
う
こ
と
は
肯
毘
今
日
ま
ぎ
れ
が
続
い
て
い
る
の
で
一
ア
ー
ル
と
瀦
首
長
襲
セ
ン
タ
一
立
を
反
省
し
害
事
に
し
て

一

総

ば

組

目

日

計

九

日

計

百

一

件

前

向

日

日

刊

誌

一

対

日

十

時

h
u
u
H一
刻

印

諮

問

問

同

互

理

凶

5
2
E
Z一

軒
引
幻
訪
れ
れ
也
九
紅
白
U
7
五
れ
わ
れ
肝
心
一

r訪
問
枯
れ
ト
以
内
一
詰
…
山
町
内
れ
は

u
rわ
れ
る

一
務
品
主
鶴
岡
れ
は
永
い
も
の
と
も
い
え
よ
か
。
一
お
今
年
中
に
十
ぢ
室
哲
し
ぐ
っ
一
つ
め
て
資
重
要
立
て
、
実
施
矢
一
統
合
中
言
語
是
々
で
難
行
し
た
一
第
が
も
の
を
い
っ
て
い
る
の
だ
と
号
一
い
か
に
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、
私
一
発
に
な
っ
て
芝
、
一
ロ
ン
グ
ピ
i
そ
書
室
長
話
一
成
長
株
だ
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
洋

目
一
議
駅
ト
れ
露
蓄
は
こ
の
十
年
豊
富
ゃ
一
く
る
わ
け
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
号
な
よ
る
と
い
う
揮
で
あ
き
ω

一
事
警
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
私
書
号
事
持
す
る
と
い
う
の
は
政
治
の
一
速
に
と
う
て
な
か
な
か
難
し
い
命
題
で
一
正
反
響
詰
ず
べ
き
持
が
き
た
わ
一
番
と
需
を
怒
号
し
た
て
ト
一
々
た
る
暴
露
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

…
一
離
陸
出
蔀
計
百
話
器
出
高
指
車
出
前
野
史
部
出
出
端
部

"
一
務
時
噛
閥
た
第
一
年
自
の
露
出
ハ
千
万
、

2
一
る
。
水
間
関
係
で
は
、
喜
一
室
年
す
た
こ
ら
半
分
も
で
き
な
か
っ
た
一
謝
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
る
。
間
防
ポ
ン
プ
が
機
織
化
さ
れ
、
防
し
た
葉
、
択
の
よ
F

つ
な
坦
白
骨
量
一
て
芝
、
し
か
し
な
か
な
か
隣
住
子
バ
イ
パ
ス
線
へ
喜
の
五
十
一
号
線
一
帯
に
も
燦
主
お
る
溜
ま
れ
を
妻

和

衷

コ

ー

益

事

障

は

二

億

一

主

主

以

蓄

の

号

、

延

長

一

、

六

0
0
一
よ
う
な
気

2ま
な
い
。
け
れ
ど
一
ま
量
産
長
官
?
と
盟
が
震
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん
防
災
国
一
は
撃
に
踏
み
切
っ
た
二
つ
は
重
一
ぃ
。
望
日
ζ

喜
一
万
台
か
と
を
つ
な
ぎ
一
室

2
3一

2
っ
て
お
る
量
っ
て
い
る
。

一
‘
ー
か
ら
了
箆
一
章
、
一
年
聞
の
平
均
一
定
お
よ
ぶ
聖
書
工
事
(
パ
ラ
ペ
一
も
と
に
か
く
こ
こ
ま
で
や
っ
て
芝
。
一
め
、
土
費
収
に
入
っ
た
の
が
昨
年
の
一
も
妻
し
て
き
で
は
い
る
が
、
せ
ん
だ
一
開
発
の
一
環
と
し
て
住
民
の
福
祉
を
国
一
の
車
交
っ
た
。
駐
車
場
の
解
禁
三
腫
て
六
島
国
道
へ
出
る
路
線
議
事
一
多
彩
な
蔑
著
響
蓄
さ
ぜ
」

一
一
一
級
一
宮
伊
凡
ゑ
一
一
十
五
%
の
仰
び
に
匹
週
ず
る
。
建
一
ッ
ト
)
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
台
一
歩
み
は
お
そ
く
と
も
繁
華
茎
つ
一
語
、
十
一
宵
に
は
早
く
芸
の
抱
一
つ
で
も
つ
な
み
票
出
た
よ
う
に
い
一
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
D
近
代
撃
の
一
の
一
つ
で
あ
る
。
水
戸
か
ら
奈
へ
一
こ
る
示
戸
市
生
漏
ら
ず
に
き
入
れ
一
言
い
都
市
を
つ
ぐ
る

2控

室
」
2
5

蓄
足
、
漁
業
の
番
高
が
語
ニ
風
や
夢
に
お
び
え
て
き
た
関
係
沿
岸
一
て
き
た
あ
と
鼠
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
言
夏
め
き
と
が
で
き
た
ム
っ
蓄
が

Z
T
2
6
E聖

あ
つ
め
た
震
の
害
警
し
一
宮
も
か
か
っ
た
、
事
震
解
決
一
時
一
言
語
長
で
き
る
は
一
な

Zた
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

υ一
務
懇
一
銭
円
話
円
ー
で
控
室
千
万
一
日
誌
咋
控
室
な
亀
一
一
に
町
民
の
患
の
力
で
あ
る
こ
と
を
一
四
五
雪
山
富
は
な
る
ほ
ど
主
ぃ
。
;
際
の
頼
み
は
や
は
り

1
い
町
づ
く
D
の

星

空

つ

の

径

一

軒

長

引

い

議

長

一

問

れ

れ

時

間

前

日

諮

問

一

語

院

内

向

日

一

〈
一
暗
号

E
V
-
-
5
3

一

一

主

主

と

殿

じ

喜

る

。

一

島

区

あ

る

J
筑
波
学
園
な
ど
の
己
防
入
へ
の
信
綴
と
震
の
防
災
へ
の
止
と
な
る
で
あ
ゐ

2
い
う
こ
と
で
あ
る
一
霊
警
な
っ
て
き
て
い
る
こ
う
し
た
一
繍
躍
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
宜
主
義
実
必
ず
る
#

陵
蓄
の
認
が
襲

2
5・h

一
そ
れ
に
を
も
十
年
間
の
脅
を
ふ
D

数
百
害
等
少
な
い
か

h
pへで
あ
る

8
4震

十
士
号
か
え
て
い
言
、
そ
こ
に
大
き
一
紫
主
義
の
闘
い
を
、
い
か
に
し
て
一
し

2急
襲
に
立
返
っ
た
一
興
し
て
を
さ
ぅ
。

第 33号し、

話

大

洗

行

人加

藤

刷

所新
い
ば
ら
き
タ
イ
ム
ス
舵

T
R
L

水
戸
@
五
一
一
一
八
(
伺
)

町
民
の
カ

観

場構

臼1

iま

すbi

町

ι長

方日 e

清

藤

極
生
十
年
の
麗
史

ノ
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いよいよ建設が

始まった原研

原研の観測搭
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迎
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迎
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濁
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問
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完全幹食で喜ぶ

よい子(大貫小〉

下完全舗装成った国道

5 1号線(前原山)

第 33号

楽しい保育 所 の運動会
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金
額 辱次 29

年年伸びる漁型商

30 31 32 

凡伊nm 漁華麗限鍾(単位トン)

Eコ漁獲金額〈単位万円〉

犬涜漁協1
}鴎査iZよる

磯浜 漁閣J

包む穴洗漁協は昭和



一

場者

第 33号 い 昭 和39年 11月 3日 ( 4 ) 

1 0年間の予算くらべ

/ 

7千石出る新しい水道水源地(夏海松JlI)
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